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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　橋台の土工部側に構成される底版と、橋梁の上部構造としての床版の端部に連結される

と共に前記底版上に摺動自在に延在すべく構成される延長床版とを備えた現場打ち延長床

版のすべり面構造であって、

　前記底版は、現場においてコンクリートを打設することによって構成され、

　前記延長床版は、現場において前記底版上に載置される鋼板製の下面構造部と、この下

面構造部上に現場においてコンクリートを打設することによって当該下面構造部と一体的

に構成される上面構造部とを有することを特徴とする現場打ち延長床版のすべり面構造。

【請求項２】

　前記下面構造部の上面には、前記上面構造部との一体化を図る連結部材が設けられてい

ることを特徴とする請求項１に記載の現場打ち延長床版のすべり面構造。

【請求項３】

　前記下面構造部は、長手方向を前記橋梁の橋軸方向に向けかつ幅方向の側縁を接触させ

た状態で前記底版上に載置された複数の帯状鋼板によって構成されていることを特徴とす

る請求項１又は２に記載の現場打ち延長床版のすべり面構造。

【請求項４】

　前記各帯状鋼板は、その互いに接触する側縁の上面に沿う角部に面取りが形成されてお

り、

　前記各帯状鋼板の境における前記面取りによって形成される溝部には、シーリング材が
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充 填 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 現 場 打 ち 延 長 床 版 の す べ り 面 構 造 。

【 請 求 項 ５ 】

　 前 記 下 面 構 造 部 に は 、 前 記 上 面 構 造 部 の 側 面 を 保 持 す る 側 面 構 造 部 が 少 な く と も 前 記 床

版 側 と は 反 対 側 の 端 部 に 沿 っ て 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ４ の 何 れ か に

記 載 の 現 場 打 ち 延 長 床 版 の す べ り 面 構 造 。

【 請 求 項 ６ 】

　 前 記 下 面 構 造 部 と 前 記 側 面 構 造 部 と の 境 の 隅 部 に は 、 シ ー リ ン グ 材 が 充 填 さ れ て い る こ

と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 現 場 打 ち 延 長 床 版 の す べ り 面 構 造 。

【 請 求 項 ７ 】

　 前 記 下 面 構 造 部 を 構 成 す る 鋼 板 は 、 防 食 鋼 板 又 は 防 食 表 面 処 理 鋼 板 で あ る こ と を 特 徴 と

す る 請 求 項 １ ～ ６ の 何 れ か に 記 載 の 現 場 打 ち 延 長 床 版 の す べ り 面 構 造 。

【 請 求 項 ８ 】

　 橋 台 の 土 工 部 側 に 構 成 さ れ る 底 版 と 、 橋 梁 の 上 部 構 造 と し て の 床 版 の 端 部 に 連 結 さ れ る

と 共 に 前 記 底 版 上 に 摺 動 自 在 に 延 在 す べ く 構 成 さ れ る 延 長 床 版 と を 備 え た 現 場 打 ち 延 長 床

版 の す べ り 面 構 造 の 施 工 方 法 で あ っ て 、

　 前 記 土 工 部 上 に コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る こ と に よ っ て 前 記 底 版 を 構 築 し た 後 、 そ の 底 版

上 に 、 埋 め 殺 し 状 態 に さ れ る こ と に な る 鋼 板 製 の 下 面 構 造 部 を 載 置 し 、 こ の 下 面 構 造 部 上

に コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る こ と に よ っ て 当 該 下 面 構 造 部 と 一 体 的 に 上 面 構 造 部 を 構 成 す る

こ と に よ り 、 前 記 下 面 構 造 部 及 び 前 記 上 面 構 造 部 を 有 す る 延 長 床 版 を 前 記 底 版 上 に 摺 動 自

在 に 構 築 す る こ と を 特 徴 と す る 現 場 打 ち 延 長 床 版 の す べ り 面 構 造 の 施 工 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 橋 台 の 土 工 部 側 に 設 置 さ れ た 底 版 と 、 橋 梁 の 上 部 構 造 と し て の 床 版 の 端 部 か

ら 底 版 上 に 連 続 的 に 延 在 し 、 橋 梁 に お け る 少 な く と も 橋 軸 方 向 の 伸 縮 に 伴 っ て 底 版 上 を 摺

動 す る 延 長 床 版 と を 備 え た 現 場 打 ち 延 長 床 版 の す べ り 面 構 造 及 び そ の 施 工 方 法 に 関 す る も

の で あ る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 こ の 種 の 現 場 打 ち 延 長 床 版 の す べ り 面 構 造 と し て は 、 底 版 及 び 延 長 床 版 を プ レ キ ャ ス ト

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト に よ っ て 構 成 し た も の が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ） 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 現 場 打 ち 延 長 床 版 の す べ り 面 構 造 に お い て は 、 底 版 及 び 延 長 床 版

に お け る 互 い に 摺 動 す る 面 を 、 工 場 に お い て 管 理 さ れ た 一 定 の 平 滑 な 面 に 形 成 す る こ と が

で き る の で 、 底 版 と 延 長 床 版 と の 間 の 摩 擦 係 数 を 許 容 値 （ 例 え ば 、 １ ． ０ ） 以 下 に 低 減 す

る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ３ ３ ９ ３ １ ５ 号 公 報

【 発 明 の 開 示 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 と こ ろ が 、 上 記 現 場 打 ち 延 長 床 版 の す べ り 面 構 造 に お い て は 、 工 場 で 製 造 さ れ た 大 重 量

の 底 版 及 び 延 長 床 版 を 現 場 ま で 搬 送 す る こ と に な る と 共 に 、 当 該 現 場 に お い て 設 置 し な け

れ ば な ら な い の で 、 搬 送 や 設 置 の た め に 大 型 の 機 材 が 必 要 に な る と 共 に 、 多 く の 手 間 や 時

間 が か か り 、 施 工 コ ス ト が 高 く つ く と い う 問 題 が あ っ た 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 こ の た め 、 現 場 打 ち コ ン ク リ ー ト に よ っ て 底 版 及 び 延 長 床 版 を 構 成 す る こ と に よ り 、 そ

の 施 工 コ ス ト の 低 減 を 図 ろ う と す る 試 み が な さ れ て き た 。 し か し 、 現 場 打 ち コ ン ク リ ー ト

の 場 合 に は 、 底 版 及 び 延 長 床 版 に お け る 互 い に 摺 動 す る 面 の 平 滑 性 を 高 め る こ と が 困 難 で

あ る こ と か ら 、 摺 動 面 に お け る 摩 擦 係 数 が 増 大 し て し ま う と い う 問 題 が あ っ た 。
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【 ０ ０ ０ ７ 】

　 本 発 明 は 、 上 記 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 摺 動 面 に お け る 摩 擦 係 数 の 低 減 を 図

る こ と の で き る 現 場 打 ち コ ン ク リ ー ト 製 の 底 版 と 延 長 床 版 を 開 発 す る こ と に よ り 、 施 工 コ

ス ト の 低 減 を 図 る こ と の で き る 現 場 打 ち 延 長 床 版 の す べ り 面 構 造 及 び そ の 施 工 方 法 を 提 供

す る こ と を 目 的 と し て い る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 橋 台 の 土 工 部 側 に 構 成 さ れ る 底

版 と 、 橋 梁 の 上 部 構 造 と し て の 床 版 の 端 部 に 連 結 さ れ る と 共 に 前 記 底 版 上 に 摺 動 自 在 に 延

在 す べ く 構 成 さ れ る 延 長 床 版 と を 備 え た 現 場 打 ち 延 長 床 版 の す べ り 面 構 造 で あ っ て 、 前 記

底 版 は 、 現 場 に お い て コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る こ と に よ っ て 構 成 さ れ 、 前 記 延 長 床 版 は 、

現 場 に お い て 前 記 底 版 上 に 載 置 さ れ る 鋼 板 製 の 下 面 構 造 部 と 、 こ の 下 面 構 造 部 上 に 現 場 に

お い て コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る こ と に よ っ て 当 該 下 面 構 造 部 と 一 体 的 に 構 成 さ れ る 上 面 構

造 部 と を 有 す る こ と を 特 徴 と し て い る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に お い て 、 前 記 下 面 構 造 部 の 上 面 に は

、 前 記 上 面 構 造 部 と の 一 体 化 を 図 る 連 結 部 材 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 発 明 に お い て 、 前 記 下 面 構 造 部 は 、

長 手 方 向 を 前 記 橋 梁 の 橋 軸 方 向 に 向 け か つ 幅 方 向 の 側 縁 を 接 触 さ せ た 状 態 で 前 記 底 版 上 に

載 置 さ れ た 複 数 の 帯 状 鋼 板 に よ っ て 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 に お い て 、 前 記 各 帯 状 鋼 板 は 、 そ の 互

い に 接 触 す る 側 縁 の 上 面 に 沿 う 角 部 に 面 取 り が 形 成 さ れ て お り 、 前 記 各 帯 状 鋼 板 の 境 に お

け る 前 記 面 取 り に よ っ て 形 成 さ れ る 溝 部 に は 、 シ ー リ ン グ 材 が 充 填 さ れ て い る こ と を 特 徴

と し て い る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ ～ ４ の 何 れ か に 記 載 の 発 明 に お い て 、 前 記 下 面 構 造

部 に は 、 前 記 上 面 構 造 部 の 側 面 を 保 持 す る 側 面 構 造 部 が 少 な く と も 前 記 床 版 側 と は 反 対 側

の 端 部 に 沿 っ て 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 請 求 項 ６ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 に お い て 、 前 記 下 面 構 造 部 と 前 記 側 面

構 造 部 と の 境 の 隅 部 に は 、 シ ー リ ン グ 材 が 充 填 さ れ て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 請 求 項 ７ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ ～ ６ の 何 れ か に 記 載 の 発 明 に お い て 、 前 記 下 面 構 造

部 を 構 成 す る 鋼 板 は 、 防 食 鋼 板 又 は 防 食 表 面 処 理 鋼 板 で あ る こ と を 特 徴 と し て い る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 請 求 項 ８ に 記 載 の 発 明 は 、 橋 台 の 土 工 部 側 に 構 成 さ れ る 底 版 と 、 橋 梁 の 上 部 構 造 と し て

の 床 版 の 端 部 に 連 結 さ れ る と 共 に 前 記 底 版 上 に 摺 動 自 在 に 延 在 す べ く 構 成 さ れ る 延 長 床 版

と を 備 え た 現 場 打 ち 延 長 床 版 の す べ り 面 構 造 の 施 工 方 法 で あ っ て 、 前 記 土 工 部 上 に コ ン ク

リ ー ト を 打 設 す る こ と に よ っ て 前 記 底 版 を 構 築 し た 後 、 そ の 底 版 上 に 、 埋 め 殺 し 状 態 に さ

れ る こ と に な る 鋼 板 製 の 下 面 構 造 部 を 載 置 し 、 こ の 下 面 構 造 部 上 に コ ン ク リ ー ト を 打 設 す

る こ と に よ っ て 当 該 下 面 構 造 部 と 一 体 的 に 上 面 構 造 部 を 構 成 す る こ と に よ り 、 前 記 下 面 構

造 部 及 び 前 記 上 面 構 造 部 を 有 す る 延 長 床 版 を 前 記 底 版 上 に 摺 動 自 在 に 構 築 す る こ と を 特 徴

と し て い る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ６ 】

　 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 底 版 が 現 場 に お い て コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る こ と に よ

っ て 構 成 さ れ て い る の で 、 そ の 底 版 の 上 面 に つ い て は プ レ キ ャ ス ト 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 製 の

底 版 の 程 度 ま で 十 分 に 平 滑 に 形 成 す る こ と が 困 難 で あ る 。 し か し 、 そ の 十 分 に 平 滑 に 形 成
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す る こ と が で き ず 凹 凸 を 有 す る 底 版 の 上 面 に 載 置 さ れ る 鋼 板 製 の 下 面 構 造 部 は 、 当 該 下 面

構 造 部 上 に 打 設 さ れ る コ ン ク リ ー ト の 重 さ に よ っ て 、 当 該 底 版 の 上 面 に 生 じ た 比 較 的 大 き

な 間 隔 の 凹 凸 に 沿 う よ う に 容 易 に 弾 性 変 形 す る （ 即 ち 、 比 較 的 大 き な 間 隔 の 凹 凸 に 沿 う よ

う に 馴 染 む ） こ と に な る が 、 当 該 底 版 の 上 面 に 生 じ た 比 較 的 小 さ な 間 隔 の 凹 凸 に 沿 う よ う

に は 弾 性 変 形 す る こ と が な く そ の 小 さ な 間 隔 の 凹 凸 と の 噛 み 合 い が 生 じ る の を 回 避 す る こ

と が で き る 。 従 っ て 、 底 版 と 、 下 面 構 造 部 と の 間 の 摩 擦 係 数 の 低 減 を 図 る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 し か も 、 下 面 構 造 部 が 底 版 に お け る 比 較 的 大 き な 間 隔 の 凹 凸 に 沿 う よ う に 馴 染 む こ と か

ら 、 底 版 と 下 面 構 造 部 と の 接 触 部 分 の 点 数 を 増 加 さ せ る こ と が で き る と 共 に 、 そ の 接 触 す

る 部 分 を 、 底 版 の 上 面 全 体 に ほ ぼ 均 等 に 分 散 さ せ る こ と が で き る 。 こ の た め 、 接 触 部 の 面

圧 が 局 部 的 に 高 く な り 、 そ の 部 分 に 例 え ば 噛 み 込 み が 生 じ る こ と に よ り 、 摩 擦 係 数 が 増 大

し た 状 態 に な る の を 防 止 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 従 っ て 、 底 版 と 延 長 床 版 と の 間 の 静 摩 擦 係 数 及 び 動 摩 擦 係 数 を 確 実 に 低 減 す る こ と が で

き る の で 、 底 版 上 を 延 長 床 版 が 摺 動 す る 際 の 摩 擦 力 を 十 分 に 低 減 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 し か も 、 底 版 及 び 延 長 床 版 を 現 場 打 ち の コ ン ク リ ー ト で 構 成 す る こ と が で き る の で 、 こ

れ ら の 底 版 及 び 延 長 床 版 を プ レ キ ャ ス ト 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト で 構 成 す る 場 合 に 比 べ て 、 施 工

コ ス ト の 低 減 を 図 る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 下 面 構 造 部 の 上 面 に 、 上 面 構 造 部 と の 一 体 化 を 図 る 連

結 部 材 が 設 け ら れ て い る の で 、 下 面 構 造 部 上 に コ ン ク リ ー ト と 打 設 す る こ と に よ っ て 、 当

該 下 面 構 造 部 と 上 面 構 造 部 と を 確 実 に 一 体 化 す る こ と が で き る と 共 に 、 当 該 下 面 構 造 部 と

上 面 構 造 部 と か ら な る 延 長 床 版 の 強 度 の 向 上 を 図 る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 下 面 構 造 部 が 複 数 の 帯 状 鋼 板 に よ っ て 構 成 さ れ て い る

の で 、 当 該 下 面 構 造 部 を 小 形 か つ 軽 量 の 帯 状 鋼 板 の 状 態 で 搬 送 し 、 底 版 上 に 載 置 す る こ と

が で き る 。 こ の た め 、 下 面 構 造 部 を 底 版 上 に 容 易 に 布 設 す る こ と が で き る 。 し か も 、 各 帯

状 鋼 板 が そ の 長 手 方 向 を 橋 梁 の 橋 軸 方 向 に 向 け て 底 版 上 に 載 置 さ れ て い る の で 、 延 長 床 版

の 橋 軸 方 向 の 変 位 に 対 し て 、 当 該 各 帯 状 鋼 板 と 底 版 と の 間 の 摩 擦 係 数 が 増 大 す る こ と が な

い 。 即 ち 、 各 帯 状 鋼 板 が そ の 長 手 方 向 の 途 中 で 分 割 さ れ た も の と は な っ て お ら ず 、 そ の 分

割 部 分 の 端 部 が 底 版 の 上 面 に 当 た る こ と が な い の で 、 当 該 各 帯 状 鋼 板 と 底 版 と の 間 の 摩 擦

係 数 が 増 大 す る の を 防 止 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 各 帯 状 鋼 板 に お け る 互 い に 接 触 す る 側 縁 の 上 面 に 沿 う

角 部 に 面 取 り が 形 成 さ れ 、 こ の 面 取 り に よ っ て 形 成 さ れ る 溝 部 に シ ー リ ン グ 材 が 充 填 さ れ

て い る の で 、 各 帯 状 鋼 板 の 境 の 部 分 か ら 、 上 面 構 造 部 を 構 成 す べ く 現 場 打 ち さ れ た コ ン ク

リ ー ト の セ メ ン ト ペ ー ス ト （ セ メ ン ト ＋ 水 ） や モ ル タ ル （ セ メ ン ト ペ ー ス ト ＋ 細 骨 材 （ 砂

） ） 等 が 流 出 す る の を 確 実 に 防 止 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 流 出 し た セ メ ン ト ペ ー ス ト

等 が 底 版 と 下 面 構 造 部 と の 間 に 進 入 し て 固 化 す る こ と に よ り 、 延 長 床 版 が 底 版 に 固 定 さ れ

た 状 態 に な る の を 確 実 に 防 止 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る 際 に 上 面 構 造 部 の 側 面 を 保 持

す る 側 面 構 造 部 が 下 面 構 造 部 に お け る 少 な く と も 床 版 側 と は 反 対 側 の 端 部 に 沿 っ て 設 け ら

れ て い る の で 、 上 面 構 造 部 を 構 成 す る べ く 現 場 打 ち さ れ た コ ン ク リ ー ト の セ メ ン ト ペ ー ス

ト 等 が 下 面 構 造 部 に お け る 床 版 側 と は 反 対 側 の 端 部 か ら 底 版 上 に 流 出 し 、 当 該 底 版 上 に 固

化 す る の を 防 止 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 当 該 底 版 上 に 固 化 し た セ メ ン ト ペ ー ス ト 等 に

よ っ て 、 延 長 床 版 の 橋 軸 方 向 の 変 位 が 阻 害 さ せ る の を 防 止 す る こ と が で き る 。 し か も 、 側

面 構 造 部 が 上 面 構 造 部 の 側 面 に 埋 め 殺 し 型 枠 と し て 残 る こ と に な る の で 、 延 長 床 版 の 強 度

の 向 上 を 図 る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ２ ４ 】

　 請 求 項 ６ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 下 面 構 造 部 と 側 面 構 造 部 と の 境 の 隅 部 に シ ー リ ン グ 材

が 充 填 さ れ て い る の で 、 セ メ ン ト ペ ー ス ト 等 が 下 面 構 造 部 に お け る 床 版 側 と は 反 対 側 の 端

部 か ら 底 版 上 に 流 出 す る の を 確 実 に 防 止 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 延 長 床 版 の 橋 軸 方 向

の 変 位 が 阻 害 さ せ る の を 確 実 に 防 止 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 請 求 項 ７ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 下 面 構 造 部 を 構 成 す る 鋼 板 が 防 食 鋼 板 （ 例 え ば 、 ス テ

ン レ ス 鋼 板 ） 又 は 防 食 表 面 処 理 鋼 板 （ 例 え ば 、 溶 融 亜 鉛 メ ッ キ さ れ た 鋼 板 ） に よ っ て 構 成

さ れ て い る の で 、 当 該 下 面 構 造 部 が 錆 等 に よ り 劣 化 す る の を 防 止 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 請 求 項 ８ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 底 版 及 び 延 長 床 版 を 現 場 に お い て コ ン ク リ ー ト を 打 設

す る こ と に よ っ て 構 築 し て い る の で 、 プ レ キ ャ ス ト 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 製 の 底 版 及 び 延 長 床

版 を 現 場 に 搬 入 し て 設 置 す る 場 合 に 比 べ て 、 施 工 コ ス ト の 低 減 を 図 る こ と が で き る 。 し か

も 、 底 版 を 構 築 し た 後 に 、 当 該 底 版 上 に 鋼 板 製 の 下 面 構 造 部 を 載 置 し 、 こ の 下 面 構 造 部 の

上 に コ ン ク リ ー ト を 打 設 し て 上 面 構 造 部 を 構 成 し て い る の で 、 下 面 構 造 部 の 下 面 を 底 版 の

上 面 の 凹 凸 に 沿 う よ う に 馴 染 ま せ る こ と が で き 、 底 版 と 延 長 床 版 と の 間 の 静 摩 擦 係 数 及 び

動 摩 擦 係 数 を 確 実 に 低 減 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 延 長 床 版 が 底 版 上 を 摺 動 す る 際 の 摩

擦 力 を 十 分 に 低 減 す る こ と が で き る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 と し て の 一 実 施 の 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し な が ら

説 明 す る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 こ の 実 施 の 形 態 で 示 す 現 場 打 ち 延 長 床 版 の す べ り 面 構 造 は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 橋 梁 １

に お け る 橋 台 １ １ の 土 工 部 ２ 側 に 構 成 さ れ る 底 版 ３ と 、 橋 梁 １ の 上 部 構 造 と し て の 床 版 １

２ の 端 部 に 連 結 さ れ 、 当 該 床 版 １ ２ の 端 部 か ら 底 版 ３ 上 に 延 在 し 、 当 該 底 版 ３ 上 に 摺 動 自

在 に 載 置 す べ く 構 成 さ れ る 延 長 床 版 ４ と を 備 え た 構 成 に な っ て い る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 底 版 ３ は 、 橋 台 １ １ の 底 版 支 持 面 （ こ の 例 で は 橋 台 １ １ の 上 端 面 ） １ １ ａ か ら 土 工 部 ２

に お け る 締 め 固 め ら れ た 路 盤 ２ ａ 上 に 底 版 ３ を 構 成 す べ く 、 所 定 の 位 置 に 型 枠 （ 図 示 せ ず

） を 設 置 し 、 当 該 型 枠 内 に 鉄 筋 を 配 置 し て か ら 、 そ の 型 枠 内 に コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る こ

と に よ っ て 構 成 さ れ る よ う に な っ て い る 。 即 ち 、 底 版 ３ は 、 現 場 に お い て 配 筋 し た 型 枠 内

に コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る こ と に よ っ て 構 築 さ れ る 現 場 打 ち の 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 製 の も の

で 構 成 さ れ て お り 、 橋 台 １ １ の 底 版 支 持 面 １ １ ａ か ら 土 工 部 ２ の 路 盤 ２ ａ 上 に 延 在 す べ く

構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 底 版 ３ は 、 底 版 支 持 面 １ １ ａ に 載 置 さ れ た 状 態 で 橋 台 １ １ に ア ン

カ ー ボ ル ト １ １ ｂ に よ っ て 固 定 さ れ て い る と 共 に 、 路 盤 ２ ａ 上 に コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る

こ と に よ っ て 土 工 部 ２ に 固 定 さ れ て い る 。 底 版 ３ と 底 版 支 持 面 １ １ ａ と の 間 に は 、 目 地 材

と し て の ゴ ム 板 １ １ ｃ が 布 設 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 延 長 床 版 ４ は 、 コ ン ク リ ー ト が 硬 化 し た 後 の 底 版 ３ 上 に 載 置 さ れ る 鋼 板 製 の 下 面 構 造 部

４ １ と 、 こ の 下 面 構 造 部 ４ １ 上 に コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る こ と に よ っ て 当 該 下 面 構 造 部 ４

１ と 一 体 的 に 構 成 さ れ る 上 面 構 造 部 ４ ２ と を 備 え た 構 成 に な っ て い る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 下 面 構 造 部 ４ １ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 長 手 方 向 を 橋 梁 １ の 橋 軸 方 向 に 向 け か つ 幅 方 向

の 側 縁 ４ １ ｂ を 接 触 さ せ た 状 態 で 底 版 ３ 上 に 載 置 さ れ る 複 数 の 帯 状 鋼 板 ４ １ ａ に よ っ て 構

成 さ れ て い る 。 即 ち 、 帯 状 鋼 板 ４ １ ａ は 、 図 １ （ ｂ ） 及 び 図 ２ に 示 す よ う に 、 帯 状 に 長 く

形 成 さ れ た 長 方 形 状 の 鋼 板 に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 帯 状 鋼 板 ４ １ ａ は 、 図 ３ （ ｂ

） に 示 す よ う に 、 そ の 互 い に 接 触 す る 側 縁 ４ １ ｂ に お け る 上 面 側 の 角 部 に 沿 っ て ４ ５ 度 方

向 の 斜 面 状 の 面 取 り ４ １ ｃ が 形 成 さ れ て お り 、 そ の 面 取 り ４ １ ｃ に よ っ て 、 各 帯 状 鋼 板 ４

１ ａ の 境 界 部 に 形 成 さ れ る Ｖ 字 状 の 溝 部 に シ ー リ ン グ 材 ４ ７ が 充 填 さ れ る よ う に な っ て い
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る 。 シ ー リ ン グ 材 ４ ７ は 、 各 帯 状 鋼 板 ４ １ ａ の 互 い に 接 触 す る 側 縁 ４ １ ｂ の 隙 間 か ら コ ン

ク リ ー ト に お け る セ メ ン ト ペ ー ス ト （ セ メ ン ト ＋ 水 ） や モ ル タ ル （ セ メ ン ト ペ ー ス ト ＋ 細

骨 材 （ 砂 ） ） 等 が 下 方 の 底 版 ３ 上 に 流 出 を 防 止 す る よ う に な っ て い る 。 こ の シ ー リ ン グ 材

４ ７ は 、 帯 状 鋼 板 ４ １ ａ の 上 面 と 同 一 の 面 状 と な る よ う に 仕 上 げ ら れ る よ う に な っ て い る

。 ま た 、 帯 状 鋼 板 ４ １ ａ は 、 側 縁 ４ １ ｂ に お け る 下 面 側 の 角 部 に 沿 っ て ４ ５ 度 方 向 の 斜 面

状 の 面 取 り ４ １ ｅ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 面 取 り ４ １ ｅ は 、 側 縁 ４ １ ｂ の 直 交 す る 角 部 が

底 版 ３ の 上 面 に 当 た る の を 防 止 し 、 こ れ に よ り 底 版 ３ と の 間 の 摩 擦 係 数 が 増 大 す る の を 防

止 す る た め に 設 け ら れ て い る 。 な お 、 図 ３ （ ｂ ） に お け る 面 取 り ４ １ ｃ 、 ４ １ ｅ は 、 図 面

上 で 分 り や 表 示 す る た め 、 実 際 の も の よ り 大 き な も の と な っ て い る 。 実 際 の 面 取 り ４ １ ｃ

、 ４ １ ｅ は 、 こ の 図 ３ （ ｂ ） で 示 す も の よ り 、 帯 状 鋼 板 ４ １ ａ の 板 厚 に 対 し て 小 さ な 寸 法

の も の と な っ て い る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 ま た 、 下 面 構 造 部 ４ １ の 上 面 で あ る 各 帯 状 鋼 板 ４ １ ａ の 上 面 に は 、 図 ３ （ ａ ） に 示 す よ

う に 、 上 面 構 造 部 ４ ２ と の 一 体 化 を 図 る 連 結 部 材 と し て の 頭 付 き ス タ ッ ド ４ ３ が 複 数 立 設

さ れ て い る 。 各 頭 付 き ス タ ッ ド ４ ３ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 各 帯 状 鋼 板 ４ １ ａ の 左 右 の 側

縁 ４ １ ｂ 及 び 中 心 線 に 沿 う よ う に 、 所 定 の 間 隔 を お い て 、 か つ 帯 状 鋼 板 ４ １ ａ の 上 面 に 平

均 的 に 配 置 さ れ る よ う に 設 け ら れ て い る 。 各 頭 付 き ス タ ッ ド ４ ３ は 、 ス タ ッ ド 溶 接 機 を 用

い て 、 帯 状 鋼 板 ４ １ ａ の 上 面 に 溶 接 （ 溶 植 ） さ れ る よ う に な っ て い る 。 な お 、 帯 状 鋼 板 ４

１ ａ を 吊 り 上 げ る た め の ね じ 付 き の ス タ ッ ド を 当 該 帯 状 鋼 板 ４ １ ａ の 重 心 位 置 に 対 し て 均

等 に 振 り 分 け る よ う に し て 複 数 （ 即 ち 、 ２ つ 以 上 ） 設 け る よ う に し て も よ い 。 こ の 場 合 、

ね じ 付 き ス タ ッ ド は 、 帯 状 鋼 板 ４ １ ａ の 重 心 位 置 に 設 け て も よ い 。 ま た 、 ね じ 付 き ス タ ッ

ド と し て は 、 所 定 の 位 置 の 頭 付 き ス タ ッ ド ４ ３ に 代 え て 設 け る よ う に し て も よ い 。 例 え ば

、 図 ２ に お い て 、 Ｉ 、 Ｊ 、 Ｋ 、 Ｌ 、 Ｍ の 各 符 号 で 示 す 位 置 の 頭 付 き ス タ ッ ド ４ ３ を ね じ 付

き ス タ ッ ド に 変 更 し て も よ い 。 な お 、 Ｋ の 符 号 で 示 す 頭 付 き ス タ ッ ド ４ ３ は 、 帯 状 鋼 板 ４

１ ａ の 重 心 位 置 に 配 置 さ れ て い る 。 ま た 、 ね じ 付 き ス タ ッ ド と し て は 、 後 述 す る ス タ ッ ド

ボ ル ト ４ ５ と 同 様 の ス タ ッ ド ボ ル ト を 用 い る よ う に し て も よ い 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 更 に 、 下 面 構 造 部 ４ １ の 上 面 で あ る 各 帯 状 鋼 板 ４ １ ａ の 上 面 に は 、 後 述 す る 側 面 構 造 部

４ ４ を 固 定 す る た め の ス タ ッ ド ボ ル ト ４ ５ が 立 設 さ れ て い る 。 こ の ス タ ッ ド ボ ル ト ４ ５ は

、 帯 状 鋼 板 ４ １ ａ の 長 手 方 向 の 端 部 （ 後 述 す る 他 端 部 ） に 複 数 （ こ の 実 施 の 形 態 で は ２ つ

又 は ３ つ ） 設 け ら れ て い る 。 な お 、 ス タ ッ ド ボ ル ト ４ ５ 及 び 上 述 し た ね じ 付 き ス タ ッ ド に

つ い て も 、 ス タ ッ ド 溶 接 機 に よ っ て 帯 状 鋼 板 ４ １ ａ の 上 面 に 溶 接 さ れ る よ う に な っ て い る

。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 そ し て 、 頭 付 き ス タ ッ ド ４ ３ 、 ス タ ッ ド ボ ル ト ４ ５ 及 び ね じ 付 き ス タ ッ ド を 有 す る 帯 状

鋼 板 ４ １ ａ は 、 そ の 頭 付 き ス タ ッ ド ４ ３ 等 を 含 め た 表 面 全 体 に 、 溶 融 亜 鉛 メ ッ キ に よ る 防

食 処 理 が 施 さ れ て い る 。 即 ち 、 下 面 構 造 部 ４ １ を 構 成 す る 鋼 板 は 、 溶 融 亜 鉛 メ ッ キ を 施 し

て な る 防 食 表 面 処 理 鋼 板 に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 な お 、 帯 状 鋼 板 ４ １ ａ と し て は 、 底 版 ３ の 上 面 の 凹 凸 に 容 易 に 弾 性 変 形 し て 馴 染 む こ と

を 優 先 さ せ た 場 合 に は 、 よ り 薄 い も の で 構 成 す る こ と が 好 ま し い 。 但 し 、 底 版 ３ と の 摺 動

に 対 す る 耐 久 性 や 、 頭 付 き ス タ ッ ド ４ ３ を 溶 接 に よ り 確 実 に 支 持 す る こ と 等 を 考 慮 し た 場

合 に は 、 帯 状 鋼 板 ４ １ ａ の 厚 さ を 所 定 の 厚 さ 以 上 に 設 定 す る こ と が 好 ま し い 。 こ の 場 合 、

頭 付 き ス タ ッ ド ４ ３ と し て 、 例 え ば 径 × 長 さ が φ １ ３ ｍ ｍ × ８ ０ ｍ ｍ 程 度 の も の を 用 い る

こ と が 上 面 構 造 部 ４ ２ と の 一 体 化 を 図 る 上 で 好 ま し く 、 こ の よ う な 径 の ス タ ッ ド を 用 い た

場 合 に は 、 帯 状 鋼 板 ４ １ ａ の 厚 さ と し て は 、 そ の ス タ ッ ド の 径 の １ ／ ３ 以 上 に す る こ と が

当 該 頭 付 き ス タ ッ ド ４ ３ を 確 実 に 支 持 す る 上 で 好 ま し い 。 こ の こ と か ら 、 帯 状 鋼 板 ４ １ ａ

の 厚 さ と し て は 、 ４ ． ５ ｍ ｍ 以 上 の 厚 さ に 設 定 す る こ と が 好 ま し い 。 但 し 、 厚 さ の 増 大 に

伴 っ て 帯 状 鋼 板 ４ １ ａ の 剛 性 が 増 加 し 、 底 版 ３ の 上 面 の 凹 凸 と 馴 染 み に く く な る の で 、 そ

の 底 版 ３ の 凹 凸 と 十 分 に 馴 染 む よ う に す る た め 、 当 該 帯 状 鋼 板 ４ １ ａ の 厚 さ と し て は ９ ｍ
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ｍ 以 下 に 設 定 す る こ と が 好 ま し い 。 な お 、 こ の 実 施 の 形 態 で 用 い た 各 帯 状 鋼 板 ４ １ ａ は 、

長 さ × 幅 × 厚 さ が ５ ０ ０ ０ ｍ ｍ × ５ ０ ０ ｍ ｍ × ４ ． ５ ｍ ｍ の 寸 法 の も の で 構 成 さ れ て い る

。 ま た 、 帯 状 鋼 板 ４ １ ａ の 材 質 と し て は 、 Ｊ Ｉ Ｓ Ｇ ３ １ ０ １ 一 般 構 造 用 圧 延 鋼 材 の Ｓ

Ｓ ４ ０ ０ を 用 い て い る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 ま た 、 下 面 構 造 部 ４ １ に は 、 図 ３ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 コ ン ク リ ー ト の 打 設 の 際 に 上 面

構 造 部 ４ ２ の 側 面 を 保 持 す る 側 面 構 造 部 ４ ４ が 床 版 １ ２ 側 と は 反 対 側 の 端 部 （ 他 端 部 ） に

沿 っ て 設 け ら れ て い る 。 側 面 構 造 部 ４ ４ は 、 断 面 が Ｌ 字 状 に 屈 曲 さ れ た 鋼 板 に よ っ て 構 成

さ れ て お り 、 一 方 の 鋼 板 部 が 底 部 ４ ４ ａ 、 他 方 の 鋼 板 部 が 壁 部 ４ ４ ｂ と な っ て い る 。 そ し

て 、 側 面 構 造 部 ４ ４ は 、 そ の 底 部 ４ ４ ａ が ス タ ッ ド ボ ル ト ４ ５ 及 び ナ ッ ト ４ ６ に よ っ て 下

面 構 造 部 ４ １ の 他 端 部 に 固 定 さ れ る よ う に な っ て い る 。 こ の よ う に 底 部 ４ ４ ａ が 下 面 構 造

部 ４ １ の 他 端 部 に 固 定 さ れ た 状 態 に お い て 、 壁 部 ４ ４ ｂ は 、 下 面 構 造 部 ４ １ の 上 面 か ら 垂

直 に 立 ち 上 が る よ う に 形 成 さ れ て お り 、 上 面 構 造 部 ４ ２ の 側 面 を 保 持 す る 埋 め 殺 し 用 の 型

枠 と し て 機 能 す る よ う に な っ て い る 。 な お 、 ４ ４ ｃ は 補 強 用 の リ ブ で あ り 、 こ の リ ブ ４ ４

ｃ を 含 む 側 面 構 造 部 ４ ４ は 、 そ の 表 面 全 体 が 溶 融 亜 鉛 メ ッ キ さ れ た 状 態 に な っ て い る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 そ し て 、 下 面 構 造 部 ４ １ の 上 面 と 、 側 面 構 造 部 ４ ４ に お け る 底 部 ４ ４ ａ の 先 端 面 と の 境

の 隅 部 に は 、 シ ー リ ン グ 材 ４ ８ が 充 填 さ れ て い る 。 即 ち 、 下 面 構 造 部 ４ １ と 側 面 構 造 部 ４

４ と の 境 の 隅 部 に シ ー リ ン グ 材 ４ ８ が 充 填 さ れ て お り 、 下 面 構 造 部 ４ １ と 側 面 構 造 部 ４ ４

と の 隙 間 か ら セ メ ン ト ペ ー ス ト 等 が 流 出 す る の を 防 止 す る よ う に な っ て い る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 上 面 構 造 部 ４ ２ は 、 図 １ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 下 面 構 造 部 ４ １ 及 び 側 面 構 造 部 ４ ４ を 埋

め 殺 し 型 枠 と し て 利 用 す る と 共 に 、 他 に 上 面 構 造 部 ４ ２ を 構 成 す る た め の 型 枠 （ 図 示 せ ず

） を 設 置 し 、 こ の 型 枠 内 に 鉄 筋 ４ ２ ａ を 配 置 し て か ら 、 当 該 型 枠 内 に コ ン ク リ ー ト を 打 設

す る こ と に よ っ て 構 成 さ れ る よ う に な っ て い る 。 即 ち 、 上 面 構 造 部 ４ ２ は 、 下 面 構 造 部 ４

１ 上 に 現 場 に お い て 配 筋 し た 型 枠 内 に コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る こ と に よ っ て 構 築 さ れ る 現

場 打 ち の 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 製 の も の で 構 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 上 面 構 造 部 ４ ２ の 橋 梁 １ 側 の 一 端 部 は 、 そ の 鉄 筋 ４ ２ ａ が 橋 梁 １ の 橋 桁 １ ３ の 端 部 上 に

お い て 床 版 １ ２ の 鉄 筋 １ ２ ａ と メ ナ ー ゼ ヒ ン ジ 構 造 ４ ２ ｂ に よ っ て 連 結 さ れ て お り 、 延 長

床 版 ４ 及 び 床 版 １ ２ の 連 結 部 分 に ひ び 割 れ が 発 生 す る の を 防 止 す る よ う に な っ て い る 。 な

お 、 上 面 構 造 部 ４ ２ と 橋 桁 １ ３ の 端 部 と の 間 に は 、 目 地 材 と し て の ゴ ム 板 ４ ２ ｃ が 布 設 さ

れ て い る 。 ま た 、 床 版 １ ２ 及 び 延 長 床 版 ４ の 上 に は 、 ア ス フ ァ ル ト 舗 装 ５ が 施 工 さ れ て い

る 。 一 方 、 上 面 構 造 部 ４ ２ に お け る 床 版 １ ２ 側 と は 反 対 側 の 他 端 部 は 、 下 面 構 造 部 ４ １ と

共 に 底 版 ３ 上 を 自 由 に 移 動 可 能 な 状 態 に な っ て い る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 ま た 、 底 版 ３ 上 に は 、 延 長 床 版 ４ の 他 端 部 を 、 底 版 ３ 上 に 構 築 さ れ た 土 工 部 側 路 盤 ３ １

に 誘 導 す る た め の 床 版 誘 導 部 ６ が 設 置 さ れ て い る 。 こ の 床 版 誘 導 部 ６ は 、 ア ン カ ー ボ ル ト

６ １ に よ っ て 底 版 ３ に 固 定 さ れ る よ う に な っ て い る 。 床 版 誘 導 部 ６ と 延 長 床 版 ４ の 他 端 部

と の 間 に は 、 延 長 床 版 ４ が 橋 梁 １ の 熱 膨 張 等 に 起 因 し て 橋 軸 方 向 に 最 大 限 度 摺 動 変 位 し た

場 合 に も 、 当 該 延 長 床 版 ４ の 他 端 部 が 床 版 誘 導 部 ６ と 接 触 す る こ と が な い よ う に 、 空 隙 部

３ ａ が 設 け ら れ て い る 。 そ し て 、 床 版 誘 導 部 ６ と 延 長 床 版 ４ の 他 端 部 と を 連 結 す る よ う に

、 伸 縮 装 置 ７ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 伸 縮 装 置 ７ は 、 延 長 床 版 ４ の 橋 軸 方 向 の 変 位 を 吸 収

す る と 共 に 、 延 長 床 版 ４ 上 の ア ス フ ァ ル ト 舗 装 ５ の 上 面 と 、 床 版 誘 導 部 ６ の 上 面 と を ほ ぼ

同 一 の 面 状 に 連 続 的 に 接 続 す る よ う に な っ て い る 。 ま た 、 土 工 部 側 路 盤 ３ １ の 上 面 に は 、

床 版 誘 導 部 ６ の 上 面 と ほ ぼ 同 一 面 状 と な る よ う に 、 ア ス フ ァ ル ト 舗 装 ３ ２ が 施 工 さ れ て い

る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 上 記 構 成 の 現 場 打 ち 延 長 床 版 の す べ り 面 構 造 を 構 築 す る に は 、 ま ず 、 図 ４ （ ａ ） に 示 す

よ う に 、 土 工 部 ２ に お い て 締 め 固 め ら れ た 路 盤 ２ ａ に 底 版 ３ を 構 築 す る た め の 型 枠 を 設 置
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し 、 こ の 型 枠 内 に 鉄 筋 を 配 置 し た 後 、 当 該 型 枠 内 に コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る こ と に よ り 底

版 ３ を 構 築 す る 。 コ ン ク リ ー ト が 硬 化 し た 後 に 、 そ の 型 枠 を 取 り 除 い て か ら 、 図 ４ （ ｂ ）

に 示 す よ う に 、 そ の 構 築 後 の 底 版 ３ 上 に 下 面 構 造 部 ４ １ を 載 置 す る 。 こ の 際 、 図 ３ （ ｂ ）

に 示 す よ う に 、 各 帯 状 鋼 板 ４ １ ａ の 側 縁 ４ １ ｂ を 密 接 さ せ 、 そ の 側 縁 ４ １ ｂ の 面 取 り ４ １

ｃ に よ っ て 形 成 さ れ る Ｖ 字 状 の 溝 部 に シ ー リ ン グ 材 ４ ７ を 充 填 す る と 共 に 、 当 該 シ ー リ ン

グ 材 ４ ７ の 上 面 を ヘ ラ 等 で 仕 上 げ る こ と に よ り 帯 状 鋼 板 ４ １ ａ の 上 面 と 同 一 面 状 に す る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 一 方 、 図 ３ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 側 面 構 造 部 ４ ４ を 、 下 面 構 造 部 ４ １ の 他 端 部 に ス タ ッ

ド ボ ル ト ４ ５ 及 び ナ ッ ト ４ ６ を 用 い て 固 定 し た 上 で 、 そ の 下 面 構 造 部 ４ １ と 側 面 構 造 部 ４

４ と の 境 の 隅 部 に シ ー リ ン グ 材 ４ ８ を 充 填 す る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 そ し て 、 下 面 構 造 部 ４ １ 及 び 側 面 構 造 部 ４ ４ を 上 面 構 造 部 ４ ２ を 構 成 す る た め の 埋 め 殺

し 用 の 型 枠 と し て 使 用 す る と 共 に 、 上 面 構 造 部 ４ ２ を 構 成 す る た め の 型 枠 を 設 置 し 、 そ の

型 枠 内 に 鉄 筋 を 配 置 す る 。 こ の 際 、 図 １ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 上 面 構 造 部 ４ ２ 側 の 鉄 筋 ４

２ ａ と 、 橋 梁 １ の 床 版 １ ２ 側 の 鉄 筋 １ ２ ａ と を メ ナ ー ゼ ヒ ン ジ 構 造 ４ ２ ｂ に よ っ て 連 結 す

る 。 そ れ か ら 、 図 ４ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 当 該 型 枠 内 に コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る こ と に よ

っ て 下 面 構 造 部 ４ １ 及 び 側 面 構 造 部 ４ ４ と 一 体 的 に 構 成 さ れ た 上 面 構 造 部 ４ ２ を 構 築 す る

。 こ れ に よ り 、 下 面 構 造 部 ４ １ 、 側 面 構 造 部 ４ ４ 及 び 上 面 構 造 部 ４ ２ に よ っ て 一 体 的 に 構

成 さ れ た 延 長 床 版 ４ が 完 成 す る 。 そ し て 、 図 １ （ ａ ） 及 び 図 ４ （ ｄ ） に 示 す よ う に 、 床 版

１ ２ 及 び 延 長 床 版 ４ 上 に ア ス フ ァ ル ト 舗 装 ５ を 施 工 す る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 上 記 の よ う に 構 成 さ れ た 現 場 打 ち 延 長 床 版 の す べ り 面 構 造 に よ れ ば 、 底 版 ３ が 現 場 に お

い て コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る こ と に よ っ て 構 成 さ れ て い る の で 、 そ の 底 版 ３ の 上 面 に つ い

て は プ レ キ ャ ス ト 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 製 の 底 版 の 上 面 の 程 度 ま で 十 分 に 平 滑 に 形 成 す る こ と

が 困 難 で あ る 。 し か し 、 底 版 ３ の 上 面 に 載 置 さ れ た 下 面 構 造 部 ４ １ は 、 図 ５ に 示 す よ う に

、 当 該 下 面 構 造 部 ４ １ の 上 に コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る こ と に よ っ て 、 当 該 コ ン ク リ ー ト の

重 さ に よ り 、 当 該 底 版 ３ の 上 面 に 生 じ た 比 較 的 大 き な 間 隔 の 凹 凸 ３ Ａ に 沿 う よ う に 容 易 に

弾 性 変 形 す る （ 即 ち 、 凹 凸 ３ Ａ に 沿 う よ う に 馴 染 む ） こ と に な る が 、 当 該 底 版 ３ の 上 面 に

生 じ た 比 較 的 小 さ な 間 隔 の 凹 凸 ３ Ｂ に 沿 う よ う に は 弾 性 変 形 す る こ と が な く そ の 比 較 的 小

さ な 凹 凸 ３ Ｂ と の 噛 み 合 い が 生 じ る の を 回 避 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 底 版 ３ と 、 下 面

構 造 部 ４ １ と の 間 の 摩 擦 係 数 の 低 減 を 図 る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 し か も 、 下 面 構 造 部 ４ １ が 底 版 ３ に お け る 比 較 的 大 き な 間 隔 の 凹 凸 に 沿 う よ う に 馴 染 む

こ と か ら 、 底 版 ３ と 下 面 構 造 部 ４ １ と の 接 触 部 分 の 点 数 を 増 加 さ せ る こ と が で き る 共 に 、

そ の 接 触 部 分 を 底 版 ３ の 上 面 全 体 に ほ ぼ 均 等 に 分 散 さ せ る こ と が で き る 。 こ の た め 、 局 部

的 に 面 圧 が 高 く な る こ と に よ っ て 、 そ の 部 分 に 噛 み 込 み が 生 じ 、 こ れ に よ り 摩 擦 係 数 が 増

加 す る の を 防 止 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 従 っ て 、 底 版 ３ と 延 長 床 版 ４ と の 間 の 静 摩 擦 係 数 及 び 動 摩 擦 係 数 を １ ． ０ 以 下 に 低 減 す

る こ と が で き る の で 、 底 版 ３ 上 を 延 長 床 版 ４ が 摺 動 す る 際 の 摩 擦 力 を 十 分 に 低 減 す る こ と

が で き る 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 し か も 、 底 版 ３ 及 び 延 長 床 版 ４ を 現 場 打 ち の コ ン ク リ ー ト で 構 成 す る こ と が で き る の で

、 こ れ ら の 底 版 ３ 及 び 延 長 床 版 ４ を プ レ キ ャ ス ト 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト で 構 成 す る 場 合 に 比 べ

て 、 施 工 コ ス ト の 低 減 を 図 る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 ま た 、 下 面 構 造 部 ４ １ の 上 面 に 、 上 面 構 造 部 ４ ２ と の 一 体 化 を 図 る 複 数 の 頭 付 き ス タ ッ

ド ４ ３ が 設 け ら れ て い る の で 、 当 該 下 面 構 造 部 ４ １ 上 に コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る こ と に よ

っ て 、 当 該 下 面 構 造 部 ４ １ と 上 面 構 造 部 ４ ２ と を 確 実 に 一 体 化 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

10

20

30

40

50



(9) JP  5102695  B2  2012.12.19

　 更 に 、 下 面 構 造 部 ４ １ が 上 述 し た 寸 法 の 複 数 の 帯 状 鋼 板 ４ １ ａ で 構 成 さ れ て い る の で 、

当 該 下 面 構 造 部 ４ １ の 搬 送 や 設 置 が 困 難 に な る こ と が な い 。 な お 、 鋼 板 の 比 重 を ７ ． ８ ５

で 計 算 し た 場 合 に は 、 上 述 し た 寸 法 の 帯 状 鋼 板 ４ １ ａ の 重 量 は 、 ８ ８ ． ３ １ Ｋ ｇ に な る の

で 、 複 数 の 作 業 者 が 協 力 す る こ と に よ り 、 人 力 に よ っ て も 下 面 構 造 部 ４ １ を 底 版 ３ 上 に 容

易 に 設 置 す る こ と が で き る 。 な お 、 複 数 の ね じ 付 き ス タ ッ ド を 帯 状 鋼 板 ４ １ ａ に 設 け た 場

合 に は 、 こ れ ら の ね じ 付 き ス タ ッ ド （ 例 え ば 、 図 ２ に 示 す Ｉ 、 Ｊ 、 Ｋ 、 Ｌ 、 Ｍ の 位 置 の ね

じ 付 き ス タ ッ ド ） に 所 定 の 長 さ の Ｌ 形 鋼 等 の 型 鋼 （ い わ ゆ る 天 秤 ） を 掛 け 渡 し 、 当 該 型 鋼

を 各 ね じ 付 き ス タ ッ ド に 固 定 す る こ と に よ り 、 帯 状 鋼 板 ４ １ ａ が 湾 曲 す る の を 型 鋼 で 防 止

し な が ら 、 そ の 型 鋼 を 介 し て 帯 状 鋼 板 ４ １ ａ を 例 え ば ク レ ー ン で 吊 り 上 げ る こ と に よ り 、

当 該 帯 状 鋼 板 ４ １ ａ を 底 版 ３ 上 の 所 定 の 位 置 に 容 易 に 移 動 し て 設 置 す る こ と が で き る 。 そ

し て 、 こ の 場 合 の ク レ ー ン と し て は 、 各 帯 状 鋼 板 ４ １ ａ が 軽 量 で あ る こ と か ら 、 小 型 の も

の で 済 む と い う 利 点 が あ る 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 し か も 、 各 帯 状 鋼 板 ４ １ ａ が 帯 状 に 長 く 形 成 さ れ 、 そ の 長 手 方 向 が 橋 梁 １ の 橋 軸 方 向 に

向 け ら れ て 底 版 ３ 上 に 載 置 さ れ て い る の で 、 橋 梁 １ の 熱 膨 張 等 に 起 因 し て 、 延 長 床 版 ４ が

橋 軸 方 向 に 変 位 す る 際 に 、 当 該 分 割 さ れ た 各 帯 状 鋼 板 ４ １ ａ が 摩 擦 係 数 の 増 大 の 要 因 と な

る こ と が な い 。 即 ち 、 各 帯 状 鋼 板 ４ １ ａ が そ の 長 手 方 向 の 途 中 で 分 割 さ れ た も の で は な く

１ 枚 の も の で 形 成 さ れ て お り 、 そ の 分 割 部 分 の 端 部 が 底 版 ３ の 上 面 に 当 た る こ と が な い の

で 、 当 該 各 帯 状 鋼 板 ４ １ ａ と 底 版 ３ と の 間 の 摩 擦 係 数 が 増 大 す る の を 防 止 す る こ と が で き

る 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 ま た 、 帯 状 鋼 板 ４ １ ａ が 溶 融 亜 鉛 メ ッ キ 鋼 板 に よ っ て 構 成 さ れ て い る の で 、 当 該 帯 状 鋼

板 ４ １ ａ が 錆 等 に よ り 劣 化 す る の を 防 止 す る こ と が で き る 。 し か も 、 溶 融 亜 鉛 メ ッ キ に よ

っ て 生 じ る 亜 鉛 と 鉄 と の 合 金 （ 例 え ば 、 Ｆ ｅ Ｚ ｎ ７ と 考 え ら れ る ） 層 が 形 成 さ れ 、 そ の 合

金 層 の 硬 さ が ２ ０ ０ （ Ｈ ｖ ） 以 上 と な る こ と か ら 、 帯 状 鋼 板 ４ １ ａ を 構 成 す る Ｓ Ｓ ４ ０ ０

の 通 常 の 硬 さ で あ る １ ５ ０ ～ １ ６ ０ （ Ｈ ｖ ） よ り 、 硬 い 層 を 帯 状 鋼 板 ４ １ ａ の 表 面 に 構 成

す る こ と が で き る 。 更 に 、 亜 鉛 メ ッ キ 鋼 板 は 、 自 動 車 等 の 分 野 に お い て プ レ ス 成 形 時 に お

け る 潤 滑 性 の 高 い 材 料 と し て 知 ら れ て い る 。 こ の よ う に 、 溶 融 亜 鉛 メ ッ キ 鋼 板 に よ っ て 構

成 さ れ る 帯 状 鋼 板 ４ １ ａ は 、 耐 腐 食 性 、 耐 摩 耗 性 及 び 潤 滑 性 に お い て 優 れ て い る こ と か ら

、 延 長 床 版 ４ の 下 面 構 造 部 ４ １ と し て 使 用 す る こ と に よ り 、 当 該 延 長 床 版 ４ の 耐 久 性 の 向

上 を 図 る こ と が で き る と 共 に 、 底 版 ３ 上 に お け る 摺 動 抵 抗 の 低 減 を 図 る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 な お 、 底 版 ３ 上 に 載 置 し た 延 長 床 版 ４ を ５ ０ ｍ ｍ の 範 囲 で １ ０ ０ ス ト ロ ー ク 摺 動 さ せ る

実 験 を 行 っ た 結 果 で は 、 そ の 初 期 の ス ト ロ ー ク の 段 階 で は 、 静 摩 擦 係 数 が 約 ０ ． ４ で あ り

、 そ の 後 徐 々 に 静 摩 擦 係 数 が 増 加 し 、 約 ５ ０ ス ト ロ ー ク で 静 摩 擦 係 数 が 約 ０ ． ６ ５ に 達 し

た 後 は 安 定 し た 状 態 に な り 、 そ の 約 ０ ． ６ ５ の 静 摩 擦 係 数 の 状 態 が １ ０ ０ ス ト ロ ー ク ま で

維 持 さ れ る こ と と な っ た 。 即 ち 、 底 版 ３ と 延 長 床 版 ４ と の 摩 擦 係 数 を １ ． ０ 以 下 に 十 分 に

抑 え る こ と が で き る と い う 結 果 を 得 た 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 ま た 、 各 帯 状 鋼 板 ４ １ ａ に お け る 互 い に 接 触 す る 側 縁 ４ １ ｂ の 上 面 に 沿 う 角 部 に 面 取 り

４ １ ｃ が 形 成 さ れ 、 こ の 面 取 り ４ １ ｃ に よ っ て 形 成 さ れ る 溝 部 に シ ー リ ン グ 材 ４ ７ が 充 填

さ れ て い る の で 、 各 帯 状 鋼 板 ４ １ ａ の 境 の 部 分 か ら 、 上 面 構 造 部 ４ ２ を 構 築 す べ く 現 場 打

ち さ れ た コ ン ク リ ー ト の セ メ ン ト ペ ー ス ト や モ ル タ ル 等 が 流 出 す る の を 確 実 に 防 止 す る こ

と が で き る 。 従 っ て 、 流 出 し た セ メ ン ト ペ ー ス ト 等 が 底 版 ３ と 下 面 構 造 部 ４ １ と の 間 に 侵

入 し て 固 化 す る こ と に よ り 、 底 版 ３ に 対 す る 延 長 床 版 ４ の 摺 動 が 困 難 に な る の を 防 止 す る

こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 し か も 、 上 面 構 造 部 ４ ２ の 側 面 を 保 持 す る 側 面 構 造 部 ４ ４ が 下 面 構 造 部 ４ １ に お け る 床

版 １ ２ と は 反 対 側 の 端 部 （ 他 端 部 ） に 沿 っ て 設 け ら れ て い る の で 、 上 面 構 造 部 ４ ２ を 構 築

す べ く 現 場 打 ち さ れ た コ ン ク リ ー ト の セ メ ン ト ペ ー ス ト 等 が 下 面 構 造 部 ４ １ の 他 端 部 か ら
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底 版 ３ 上 に 流 出 し 、 当 該 底 版 ３ 上 で 固 化 し た 状 態 に な る の を 防 止 す る こ と が で き る 。 従 っ

て 、 当 該 底 版 ３ 上 で 固 化 し た セ メ ン ト ペ ー ス ト 等 に よ っ て 、 延 長 床 版 ４ の 橋 軸 方 向 の 変 位

が 阻 害 さ れ る の を 防 止 す る こ と が で き る 。 し か も 、 側 面 構 造 部 ４ ４ が 上 面 構 造 部 ４ ２ の 側

面 に 埋 め 殺 し 型 枠 と し て 残 る こ と に な る の で 、 延 長 床 版 ４ の 強 度 の 向 上 を 図 る こ と が で き

る 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 更 に 、 下 面 構 造 部 ４ １ と 側 面 構 造 部 ４ ４ と の 境 の 隅 部 に シ ー リ ン グ 材 ４ ８ が 充 填 さ れ て

い る の で 、 セ メ ン ト ペ ー ス ト 等 が 下 面 構 造 部 ４ １ と 側 面 構 造 部 ４ ４ と の 隙 間 か ら 底 版 ３ 上

に 流 出 す る の を 確 実 に 防 止 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 延 長 床 版 ４ の 橋 軸 方 向 の 変 位 が 阻

害 さ れ る の を よ り 確 実 に 防 止 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

　 一 方 、 底 版 ３ 及 び 延 長 床 版 ４ を 、 現 場 に お い て コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る こ と に よ っ て 構

築 す る 施 工 方 法 を と っ て い る こ と か ら 、 プ レ キ ャ ス ト 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 製 の 底 版 及 び 延 長

床 版 を 現 場 に 搬 入 し て 設 置 す る 場 合 に 比 べ て 、 施 工 コ ス ト の 低 減 を 図 る こ と が で き る 。 し

か も 、 底 版 ３ を 構 築 し た 後 に 、 当 該 底 版 ３ 上 に 下 面 構 造 部 ４ １ を 載 置 し 、 こ の 下 面 構 造 部

４ １ の 上 に コ ン ク リ ー ト を 打 設 し て 上 面 構 造 部 ４ ２ を 構 成 す る 施 工 方 法 を 用 い て い る の で

、 下 面 構 造 部 ４ １ の 下 面 を 底 版 ３ の 上 面 の 凹 凸 に 沿 う よ う に 馴 染 ま せ る こ と が で き 、 下 面

構 造 部 ４ １ と 延 長 床 版 ４ と の 間 の 摩 擦 係 数 の 低 減 を 図 る こ と が で き る 。 従 っ て 、 現 場 打 ち

延 長 床 版 の す べ り 面 構 造 の 施 工 方 法 に よ れ ば 、 延 長 床 版 ４ が 底 版 ３ 上 を 摺 動 す る 際 の 摩 擦

力 を 低 減 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ７ 】

　 な お 、 上 記 実 施 の 形 態 に お い て は 、 下 面 構 造 部 ４ １ を 構 成 す る 帯 状 鋼 板 ４ １ ａ と し て 、

溶 融 亜 鉛 メ ッ キ を 施 し た 防 食 表 面 処 理 鋼 板 を 用 い た 例 を 示 し た が 、 当 該 帯 状 鋼 板 ４ １ ａ と

し て は 、 防 食 表 面 処 理 鋼 板 に 代 え て 、 ス テ ン レ ス 鋼 板 等 の 防 食 鋼 板 を 用 い て も よ い 。

【 ０ ０ ５ ８ 】

　 ま た 、 下 面 構 造 部 ４ １ の 上 面 に 、 上 面 構 造 部 ４ ２ と の 一 体 化 を 図 る 連 結 部 材 と し て 頭 付

き ス タ ッ ド ４ ３ や ね じ 付 き ス タ ッ ド を 設 け た 例 を 示 し た が 、 当 該 連 結 部 材 と し て は 、 こ れ

ら の ス タ ッ ド に 代 え て 、 ア ン グ ル （ Ｌ 形 鋼 、 山 形 鋼 、 ） チ ャ ン ネ ル （ 溝 形 鋼 ） 、 ア イ ビ ー

ム （ I形 鋼 ） 、 フ ラ ッ ト バ ー （ 平 鋼 ） 、 Ｈ 形 鋼 等 の 鋼 材 を 用 い 、 こ れ ら の 鋼 材 を 下 面 構 造

部 ４ １ と し て の 帯 状 鋼 板 ４ １ ａ の 上 面 に 溶 接 等 に よ り 固 定 す る よ う に し て も よ い 。

【 ０ ０ ５ ９ 】

　 更 に 、 側 面 構 造 部 ４ ４ を 下 面 構 造 部 ４ １ に お け る 床 版 １ ２ と は 反 対 側 の 端 部 （ 他 端 部 ）

に 沿 っ て 設 け た 例 を 示 し た が 、 側 面 構 造 部 に つ い て は 、 上 面 構 造 部 ４ ２ の 左 右 の 側 面 を 保

持 す べ く 、 下 面 構 造 部 ４ １ の 左 右 の 側 縁 部 （ 図 １ （ ｂ ） に お け る 符 号 ４ １ ｄ で 示 す 部 分 ）

に 沿 っ て 設 け る よ う に 構 成 し て も よ い 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ６ ０ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 と し て 示 し た 現 場 打 ち 延 長 床 版 の す べ り 面 構 造 の 図 で あ っ

て 、 （ ａ ） は 断 面 図 、 （ ｂ ） は （ ａ ） の Ｂ ̶ Ｂ 線 に 沿 う 断 面 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 同 現 場 打 ち 延 長 床 版 の す べ り 面 構 造 に お け る 帯 状 鋼 板 を 示 す 平 面 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 同 現 場 打 ち 延 長 床 版 の す べ り 面 構 造 の 要 部 を 示 す 図 で あ っ て 、 （ ａ ） は 下 面 構 造

部 と 側 面 構 造 部 と を 示 す 要 部 拡 大 断 面 図 で あ り 、 （ ｂ ） は 隣 接 す る 帯 状 鋼 板 の 側 縁 の 部 分

を 示 す 要 部 断 面 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 同 現 場 打 ち 延 長 床 版 の す べ り 面 構 造 の 施 工 方 法 を 示 す 図 で あ り 、 （ ａ ） は 土 工 部

に 底 版 を 施 工 し た 状 態 を 示 す 説 明 図 で あ り 、 （ ｂ ） は 底 版 上 に 下 面 構 造 部 を 載 置 す る 状 態

を 示 す 説 明 図 で あ り 、 （ ｃ ） は 底 版 に 載 置 さ れ た 下 面 構 造 部 上 に 上 面 構 造 部 を 施 工 し た 状

態 を 示 す 説 明 図 で あ り 、 （ ｄ ） は 上 面 構 造 部 上 に ア ス フ ァ ル ト 舗 装 を 施 工 し た 状 態 を 示 す

説 明 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 同 現 場 打 ち 延 長 床 版 の す べ り 面 構 造 の 効 果 を 示 す 説 明 図 で あ る 。

【 符 号 の 説 明 】
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【 ０ ０ ６ １ 】

　 １ 　 橋 梁

　 ２ 　 土 工 部

　 ３ 　 底 版

　 ４ 　 延 長 床 版

　 １ １ 　 橋 台

　 １ ２ 　 床 版

　 ４ １ 　 下 面 構 造 部

　 ４ １ ａ 　 帯 状 鋼 板

　 ４ １ ｂ 　 側 縁

　 ４ １ ｃ 　 面 取 り

　 ４ ２ 　 上 面 構 造 部

　 ４ ３ 　 頭 付 き ス タ ッ ド （ 連 結 部 材 ）

　 ４ ４ 　 側 面 構 造 部

　 ４ ７ 、 ４ ８ 　 シ ー リ ン グ 材

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

10



(12) JP  5102695  B2  2012.12.19

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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